


③「教職員の授業力向上」 

④「安心して学べる環境づくり」 

 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動を通じて感じる

課題や子どもの学力向上に向けた本年度の展

開等について、意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

○習熟度別授業を実施するのであれば、単

に学年を分けるのではなく、個々の児童生

徒がわからなくなった授業内容や学年のと

ころまで戻って指導していくべきであり、

個別指導をするには人手が足らないのであ

れば、地域の人材を活用すればよいのでは

ないか。 

 

○不登校や引きこもりの子ども達は、理想

と現実社会とのギャップに苦悩しているの

で、その隙間を埋めていく「道徳教育」を、

家庭や学校で実践していくべきであると考

える。 

 

 

 
 

○外国人とのコミュニケーションにおいて必

要なのは、テクニックではなく愛嬌やテンシ

ョンなどの人間力なので、子ども達のコミュ

ニケーション能力を養うためには、教職員の

人間力を高める研修をする必要がある。 

                  

○いじめ問題については、異年齢交流活動

やアンケート調査などの間接的な取組で

はなく、車の安全運転研修において交通

事故の映像をみせるような、ダイレクト

にいじめに関わる教育を行うべきである。 

 

○成果レポートに記載してある平成２５年

度の取組概要と成果・課題からは、それ

ぞれの取組にどれだけの成果があり、何

が問題なのかが分かりにくい。また、こ

のプロジェクト推進会議における意見が、

どのように新規事業等に反映されている

かについて、わかりやすく示してほしい。 

 

○成果レポートにおける評価は、例えば司

書派遣する事業では事業実施前後で読書

量に変化があったのか、また、学力向上

にかかる実践推進校へ各種支援をしてい

るのであれば、実践推進校100校の学力

向上したのかどうか、など、具体的かつ

定量的に記載してもらいたい。 

 

 

 

○教職員がゆったりと教育活動し、子ども

が意欲をもって仲間とともに取り組めば、

子どもはしっかりした大人に育っていく

と思う。そのために、教員の確保や、地

域人材を活用しやすい仕組みを作ってい

ただければありがたい。 



○教職員研修については、実践的な研修に

改善が図られており、教職員が受けやす

いようにしてもらっていると評価したい。 

 

○三重県と全国を比べて、全国学力・学習

状況調査の点数の差はあまりない。基礎

的な部分と応用的な部分の差が大きい部

分にもっと注目すべきで、それを学校毎

に授業に生かしていくなどの取組をして

いく必要がある。 

 

○土曜授業について、なぜ実施するのかと

いう意図が、先生や子ども達にきちんと

伝わっていない。また、地域人材を活用

するにあたっては、地域との連携がうま

くいっている学校とそうでない学校があ

り、状況が異なっている。 

 

○協創プロジェクトの三重らしさは何なの

か。三重の子どもたちは何ができて、何

ができないのかをきちんと踏まえたうえ

で取り組んでいく必要があるのではない

か。 

                 など 

            

   次回（第２回）の開催予定       

 平成２６年度は３回の開催予定。 

次回（第２回）推進会議は、本年度の進捗

状況の確認及び翌年度にむけた取組方向につ

いて意見交換を行うため、９月中下旬に公開

で行う予定です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


